
 

警察へ相談する前に質問表をチェック 
医師から｢運転してはいけない｣と言われてな
ければ、質問表の No にチェック 
２０１４年６月１日から、運転免許取得・更新時に質問票の提出が義務づけられました。質問は運転に支障がある

症状があるかを問うもので、一つでも｢はい｣と答えると、 

｢一定の病気の症状がある｣疑いがあるとして、診断書提出を求められることがあります。 

 さらに、一部の県警の HP などでは、

統合失調症や躁うつ病、うつ病、て

んかんをもつ人は免許取得・更新の

前に適性相談を受ける必要がある、

その際に診断書を提出する必要が

あるという誤った書き方をしていま

す。 

 しかし、この相談窓口に行って精神

科に通院していると言えば、必ず診

断書の提出を要求されるという間違

った運用が横行しています。臨時適

性検査やその代わりの主治医診断

書を求められるのは、あくまでも質問

表の中で｢はい｣にチェックを入れた

人、あるいは事故捜査や警察官との

やり取りで一定の病気の症状が疑わ 

れたときなどに限られるので、注意が

必要です。 

 「一定の病気」として病名を列挙し、

そのことをもって 

運転免許の取得や更新に制限を加えるという表現は 

極めて不適切です。道交法、自動車運転死傷行為処罰法とそれぞれの政令にも、「一定の病気」という表現は

ありません。道交法改定、自動車運転死傷行為処罰法成立時の衆参両院の附帯決議でも、病気そのものが欠

格ではなく、症状であるとの確認がなされているのに、一向に改められません。 

 正しい表現があるとすれば、 

「以下の病気にある人の中で、質問票のどれかにハイとチェックをつけた人については、診断書の提出を求めら

れることがあります」ということになるかと思います。 

※ この手順は法令で定められたものです。 
※ ｢病気の症状を申告する｣とは、質問票に｢はい｣か｢いいえ｣に✓をつけ 
ることです。 



 私たち当事者は、安易に相談窓口に行かな

いで、質問票にどう答えるか事前に考えたり、

場合によっては医師と相談して、運転に支障

がある症状がある場合（質問票の「はい」にチ

ェックを入れた場合）以外は、通常通り免許取

得・更新の手続きをするようにしましょう。 

           作成 全国「精神病」者集団 

※なお、主治医には学会ガイドライン（特に Q

＆A）をよく読んでいただきましょう。 
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※この現状は主旨に反するのであらためられるべきです 

 


